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　３月31日をもって根室北部消防事務
組合別海消防団を定年退団される、青木

啓安副団長と佐々木憲治第１分団長に対し、町長から
感謝状が贈られました。
　青木さんは42年間、佐々木さんは33年間の長きに
わたり消防団活動に尽力され、本町の消防行政の発展
に多大な貢献をされました。

　別海中央小学校から、令和元年度に６
年生児童が実施した資源回収の収益金を

寄付していただきました。寄付金は、生涯学習センタ
ー１階に設置される図書コーナーの蔵書整備資金とし
て活用させていただきます。

長年にわたる貢献に感謝

寄付を頂きました

３/31

３/13

　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿賞」が村山トミさん（昭
和５年３月12日・尾岱沼）、濱野喜好さん（昭和５年３月12日・中春別）、

飯島ミチ子さん（昭和５年３月18日・西春別）、福原義已さん（昭和５年３月19日・本別海）、寺澤昭一さん（昭
和５年３月27日・中春別）、井上すいさん（昭和５年３月30日・奥行）に贈られました。
※�新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真撮影は取り止めることとしました。

おめでとう

　平成30年２月に開催された平昌冬季
オリンピック大会に出場し、同年８月

には町民栄誉賞を受賞した西春別駅前出身の郷亜里砂 
選手が町長、副町長、教育長を表敬訪問しました。
　郷選手からは、今シーズンの成績報告と日頃の応援
に対する感謝の言葉があり、町長、副町長、教育長か
らは復帰初年度の苦労に対する労いの言葉と今後の活
躍を期待する激励の言葉が贈られました。
　冬季オリンピック大会２大会連続出場を目指す郷選
手を、今後も町を挙げて応援していきます。

　別海消防団の
佐々木憲治第１
分団長が、令和
元年度消防庁長
官永年勤続功労
章を受章されま
した。
　佐々木さんは
長年にわたる消
防団活動を通じ
て、地域住民の
生命、身体、財
産を守るととも
に、防火思想の普及に努め、消防団幹部として団員の
指導育成など消防体制の強化に努めたことが認められ
たものです。郷亜里砂選手が表敬のため来町されました

消防庁長官表彰を受章

４/２

３/４
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　酪農研修牧場の修了式と入所式が役場
庁舎で行われました。

　３年の研修を終えて新規就農する方々に修了証書
が、 第24期 生
として研修をス
タートする方々
に入所許可証書
が、佐藤代表取
締役社長（副町長）から渡されました。修了者は研修での感謝と就農への
意気込みを語り、入所者は夢の実現に向け決意を述べました。

　有限会社別海印刷から新入学児童への贈り物として「べつかい帳（じがくちょう）」が教育長へ手渡されました。
　また、町内の新入学児童が安全に学校に通えるよう、昭和54年から毎年続けられている手編みの「愛の鈴」
が町商工会女性部から寄贈されました。

　新入学児童の交通事故防止を目的と
して、別海ロータリークラブと大地みら

い信用金庫別海支店の合同により、別海市街地で登校
時間に交通安全街頭啓発が実施されました。
　子どもたちは、街頭啓発の参加者に見守られながら、
元気に学校へ登校しました。

りょウシくん　べつかい帳 「愛の鈴」小学校新１年生へ寄贈

別海ロータリークラブ
春の交通安全街頭啓発運動

別海町酪農研修牧場  修了式・入所式

３/16 ３/30

４/１

４/８

■受 入 条 件
　◦�おおむね40歳未満までの夫婦またはパートナーのいる方
◦�18歳以上30歳未満の独身の方
◦�研修終了後、町内で就農または酪農関連業務に従事する方

■研 修 期 間　原則３年間︵経験や力量の程度により調整します。）
■研修生の待遇　�酪農研修生は㈲別海町酪農研修牧場の職員とな

ります。（各種保険等完備）
■研 修 手 当　�月額188,900円（夫婦で377,800円）を支給

します。
■募 集 期 間　随時募集中
■申込み・問合せ　〒088-2576　別海町西春別347番地63
　有限会社別海町酪農研修牧場　担当�嶋野　TEL�77-1050

　別海町酪農研修牧場では、就農を目指す
研修生を随時募集しており、未経験の方も
研修から新規就農までサポートします。

また、将来的に独立就農をお考えの方
も随時相談を受け付けています。
　詳しい内容や申込み方法、就農の相談に
ついては、右記問合せ先にご連絡ください。

別海町酪農研修牧場
研修生募集のお知らせ




